
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年 9 月 24 日（火）発行 

西脇市立西脇東中学校  広報『東雲』 

平成 25 年度 第 6 号（通刊 224 号）                          

TEL 22-3905  FAX  22-5020 

 ９月１４日（土）、第４５回体育大会が行われました。当日は天候にも恵ま

れ、無事にすべての演技を終えることができました。『Make a new history ～

みせろ団結 つかめ栄光 あたえよ感動～』のスローガンを掲げ、力いっぱい

の演技を繰り広げました。本年度は全学年が１クラスになり、全校生１１２名

が２つに分かれる紅白対抗となりました。今年の練習は、スタートより天候の

影響を受け、時間が短く大変でした。しかし紅軍・白軍に分かれたよさこいの

練習では、より素晴らしい演技を目指し、何度も繰り返し踊りながら入念に動

きを合わせ、限られた時間の中、体育大会の成功に向けて、３年生を中心

に頑張りました。体育大会当日は、女子生徒が輝いた笑顔で華麗に踊った

ダンス、また男子生徒の見事な団結力で感動的な組体操を披露できまし

た。プログラムの最後には東中の伝統であるフォークダンスを、保護者の方

も一緒に全校生で踊り、笑顔いっぱいで体育大会を締めくくりました。 

大勢の保護者や地域の方々に早朝より足を運んでいただき、ありがとうご

ざいました。温かいご声援や拍手が生徒たちの力の源となったと思います。ま

た、演技・片づけ等に PTA 役員のみなさまにお世話になり、ありがとうござい

ました。今後とも東中のさらなる発展のためご支援をよろしくお願いします。 



 

 

平成２５年度全国学力学習状況調査について【分析】 

○本校の状況 

中学 3 年生を対象に国語・数学の基礎知識や応用力の調査及び生活実態の様子を聞く調査が 4 月 24 日

（水）に実施されました。その結果、国語の基礎知識は全国平均値で国語の応用力については全国平均

を上回る結果となりました。 

しかし、数学の基礎知識及び応用力は全国の平均値を下回る結果となり、今後、基礎・基本の習得の

徹底を図ることが課題として見えてきました。 

 生活実態調査からは、公徳心や規範意識は育っており全国平均以上の結果となりましたが、反面、家

庭学習習慣の定着などが十分でないという結果が出ています。 

今後学校として「わかる授業の工夫」など、一人ひとりの教育的ニーズを踏まえて教えるプロとして

の意識を持ち、全職員が技量向上に更に努力していきます。日々の教育活動の中で、生徒に学習規律を

しっかり身につけさせ、少人数による授業や単元ごとの小テスト実施等の工夫、家庭学習を含め自ら課

題解決に取組む力の醸成などを通して、基礎・基本の定着をしっかり図っていきます。 

 さらに、学校・家庭・地域が連携を図ることも課題解決に必要不可欠なことと考えています。本校は

毎日がオープンスクールの日としていますので、ご来校頂き生徒の様子や教職員の様子を見て、貴重な

ご意見を頂ければ幸いです。 

 この学級旗は、空に向かってさした指に『１の１』『輝く力

を一つに』『３９人の希望の道を一つに』そして『心を一つに』

という意味が、こめられています。そして、左側の３９個の水

玉は、それぞれの好きなカラーを塗り、雨をイメージして、悲

しいことや悩みがあっても助け合い、心も体も晴れ、右側の虹

になっていく、ちょっとしたストーリーもあります。 

 学級旗のコンセプトは、２年生になり、１年生以上にたくま

しく、力強くなった全員を２－１という感じで強く表しまし

た。そして、一人一人、虹のように個性があり、でも一つにな

るとすばらしくなる３３人という思いも込められています。そ

して最後は、われらの担任、高郷先生！！高郷先生ひきいる高

郷組、クラスのみんなだけでなく、先生を含め、みんな一つと

いう意味です。 

 Make a new history これはクラスの目標であり、体育大会

の目標でもあります。東中の新しい歴史を作ることを目標にが

んばってきた３年生全員の思いを激しい波にたとえ、その中で

輝く一人一人を桜の花びらに置き換えて表現しています。 

 ３年生の美術部員が作り出した東中ブルーは、クラスを象徴

する色となっています。 
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